
近交を考慮した交配種雄牛情報の掲載について

今月より、検定情報サマリ－(検定終了通知書)に、「近交を考慮した交配種雄牛情報」が新しく追加されま
す。近親交配は乳量や繁殖成績に影響があると言われていますので、近交係数６．２５以上の交配は避ける
のが一般的です。

参 考 近交係数１％ごとの近交退化量
（２０１０年日本ホルスタイン登録協会）
乳期乳量 ：－２８．５０ｋｇ
分娩間隔 ： ０．４３６７日
決定得点 ：－０．０１８８点

血統登録により父牛、母牛が明確な検定牛

総合指数(ＮＴＰ)トップ４０頭を交配した場合に、近交係数が
６．２５未満となる種雄牛を表示しています。

①総合指数順
総合指数が良好な順に種雄牛を並べて表示してあります。

②近交係数順
近交が低い順に種雄牛を並べて表示してあります。

血統登録を取得していない、父牛が明らかな検定牛

日本ホルスタイン登録協会の近交回避情報に掲載されませんので
近交係数を表示できません。そこで、検定牛の父牛の血統と交配
種雄牛の血統に、共通祖先が認められないものを表示しています。

しかし、検定牛の母牛と交配種雄牛との共通祖先の確認は、
出来ませんので注意が必要です。こういったことを防ぐためにも
血統登録を取得しましょう。

未経産牛について

検定情報サマリ－は、経産牛が乳期終了(乾乳)した場合に発行される情報

です。未経産牛については発行されません。未経産牛への同様の情報は、

今後、繁殖台帳Ｗｅｂシステムで提供する予定です。


